
小野町成人式：小野町多目的研修集会施設



一
月
九
日
、
平
成
十
七

年
小
野
町
成
人
式
を
多
目

的
研
修
集
会
施
設
に
お
い

て
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
成
人
式
に
出
席
し

た
方
は
百
七
十
九
名
（
男

百
八
名
・
女
七
十
一
名
）。

新
し
い
門
出
へ
の
気
概
を
も
っ
て
式

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
新
成
人
者
を
代
表
し

郡
司
美
樹
さ
ん
（
平
舘
）
の
、
若
さ

あ
ふ
れ
る
町
民
憲
章
の
朗
読
が
あ
り
、

成
人
証
書
の
授
与
（
代
表
　
小
野
新

町
地
区
・
先
　
洋
平
さ
ん
　
飯
豊
地

区
・
根
本
善
正
さ
ん
　
夏
井
地
区
・

吉
田
智
美
さ
ん
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
長
は
、「
新
し
く
社
会
人
と
な
ら

れ
た
皆
さ
ん
を
歓
迎
し
、《
伝
統
の
中

に
も
創
造
を
》
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
次

代
を
果
敢
に
切
り
開
く
青
年
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。」と
新
成
人
へ
の
エ
ー

ル
を
込
め
た
式
辞
を
述
べ
、
来
賓
を

代
表
し
て
大
和
田
小
野
町
議
会
議
長

か
ら
激
励
の
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
こ
た
え
、
生
天
目
健
成
さ

ん
（
浮
金
）
が
、「
成
人

に
な
る
ま
で
育
て
て
く

れ
た
両
親
に
ま
ず
感
謝

し
ま
す
。
ま
た
、
育
ん

で
く
れ
た
地
域
に
感
謝

し
、
そ
の
恩
に
こ
た
え

る
よ
う
、
立
派
な
社
会

人
に
な
り
ま
す
。」と
誓

い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

式
典
終
了
後
は
、
久

し
ぶ
り
に
再
会
し
た
同
級
生

と
旧
交
を
温
め
、
近
況
報
告

な
ど
を
和
や
か
に
行
い
、
記

念
写
真
（
表
紙
）
を
撮
影
し

て
会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

今
年
の
新
成
人
の
生
ま
れ

た
年
は
、
一
九
八
四
・
五
年

で
、
国
内
で
は
「
グ
リ
コ
・

森
永
事
件
」（
八
四
年
）「
科

学
万
博
│
つ
く
ば
　
」（
八
五

年
）が
あ
り
、
海
外
で
は「
ロ

サ
ン
ゼ
ル
ス
五
輪
」（
八
四
年
）

「
メ
キ
シ
コ
大
地
震
」（
八
五

年
）
が
あ
り
ま
し
た
。
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一
月
六
日
、
小
野
町
多
目
的
研
修

集
会
施
設
前
広
場
に
お
い
て
、
小
野

町
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
今
年
一
年
の
無
火

災
を
祈
願
し
て
、
火
伏
の
餅
つ
き
を

行
い
、
無
火
災
祈
願
の
神
事
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

式
で
は
、
春
山
統
監（
町
長
）及
び

亀
田
団
長
が
、
予
防
消
防
の
徹
底
に

努
め
る
よ
う
年
頭
の
訓
示
を
述
べ
、

十
五
年
以
上
活
躍
さ
れ
た
元
団
員
に

対
し
、
消
防
庁
長
官
か
ら
の
銀
杯
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十

六
年
中
に
管
轄
区
域
内
で
火
災
の
無

か
っ
た
第
二
分
団
、
第
六
分
団
、
第

七
分
団
に
対
し
、
無
火
災
表
彰
が
行

わ
れ
、
防
火
の
決
意
も
新
た
に
引
き

し
ま
っ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

厳
寒
期
を
迎
え
、
火
気
を
使
用
す

る
機
会
が
増
え
て
い
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
火
災
の

な
い
町
づ
く
り
に
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

銀
杯
（
消
防
庁
長
官
退
職
第
二
号
報

償
）
受
賞
者
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

元
分
団
長
　
宗
像
　
幸
一

元
副
分
団
長
　
藤
井
　
利
貞

元
副
分
団
長
　
吉
田
　
正
広

元
副
分
団
長
　
春
山
　
益
雄

元
　
班
　
長
　
矢
吹
　
孝
次

元
　
班
　
長
　
遠
藤
　
右
近

元
　
班
　
長
　
矢
内
　
一
也

元
　
班
　
長
　
鈴
木
　
信
光

元
　
班
　
長
　
根
本
　
公
平

元
　
班
　
長
　
渡
辺
　
久
治

元
　
班
　
長
　
矢
吹
　
朝
治

一
月
一
日
付
で
草
野
紀
氏
（
小
野

新
町
・
再
任
）、
田
一
男
氏（
飯
豊
・

新
任
）
に
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
一
月

十
三
日
町
長
室
に
お
い
て
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
が
議

会
の
同
意
を
得
て
推
薦
し
、
法
務
大

臣
か
ら
任
期
三
年
で
委
嘱
さ
れ
、
今

後
役
場
の
特
設
人
権
相
談
所
や
自
宅

で
、
家
庭
内
の
問
題
や
人
権
問
題
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

今
回
委
嘱
状
を
交
付
さ
れ
た
草
野

氏
は
、
平
成
十
四
年
一
月
か
ら
人
権

擁
護
委
員
と
し
て
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
お
り
、
今
回
が
二
期
目
と
な
り

ま
す
。

田
氏
は
昨
年
十
二
月
に
辞

任
さ
れ
た
吉
田
重
良
氏
の
後
任
と
し

て
、
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
退
任
さ
れ
た
吉
田
重
良
氏
は
、

多
年
に
わ
た
り
町
の
人
権
擁
護
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
お
二
人
を
含
め
、
林
忠
雄

氏
（
小
野
赤
沼
）、

吉
田
瀧
江
氏
（
夏

井
）
計
四
名
の
人

権
擁
護
委
員
が
お

り
ま
す
の
で
是
非

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
所
の
開
設

日
は
チ
ラ
シ
、
広

報
無
線
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

一
月
七
日
、
小
野
海
洋
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
、
交
通
安
全
祈
願
祭

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

祈
願
祭
に
は
、
三
町
（
小
野
・

滝
根
・
大
越
）
の
交
通
関
係
者
約

八
十
名
が
出
席
し
、
今
年
一
年
の

管
内
交
通
事
故
ゼ
ロ
を
祈
願
し
ま

し
た
。

冬
期
間
は
、
道
路
が
凍
結
す
る

な
ど
大
変
危
険
で
す
。
み
な
さ
ん

一
人
一
人
の
心
が
け
に
よ
り
、
悲

惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

退職団員を代表して宗像幸一さん



夏
井
第
二
小
学
校
の
給
食
の
目
標

に①
食
事
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
を

深
め
、望
ま
し
い
食
習
慣
を
育
て
る
。

②
食
事
を
通
し
て
好
ま
し
い
人
間
関

係
を
育
て
る
。

と
い
う
目
標
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

日
々
の
給
食
の
様
子
を
見
て
い
る
と
、

中
に
は
野
菜
が
苦
手
で
給
食
の
時
間

が
苦
痛
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
、
と
心
配
に
な
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
児
童
が
い
ま
す
。

本
来
、
食
事
は
人
間
に
と
っ
て
生

き
て
い
く
上
で
の
基
本
的
な
こ
と
で

あ
る
と
と
も
に
、
楽
し
く
て
う
れ
し

い
も
の
の
は
ず
で
す
。
そ
の
食
事
を

子
ど
も
の
う
ち
に
嫌
い
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
、

体
も
心
も
健
康
的
に
成
長

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
夏
井
第
二
小

学
校
で
は
、
少
人
数
の
ア

ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

あ
る
こ
と
を
い
か
し
て
、各

学
期
に
二
回
程
度
、
季
節

に
合
っ
た
食
事
を
全
校
生

一
緒
に
楽
し
む
「
全
校
給

食
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

四
月
は
校
庭
の
桜
の
木
の

下
で
の
「
お
花
見
給
食
」。

七
月
は
七
夕
に
ち
な
ん
だ

献
立
の
「
七
夕
給
食
」。

十
月
は
地
元
の
人
と
の
交

流
を
図
り
な
が
ら
の
「
い

も
煮
会
給
食
」。十
二
月
は

地
元
の
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
を

楽
し
む「
鍋
給
食
」。
一
月
は
調
理
員

さ
ん
の
つ
き
た
て
の
お
餅
を
味
わ
う

「
お
正
月
給
食
」。
二
月
は
お
じ
い
ち

ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
食
べ
る「
ふ

れ
あ
い
給
食
」。三
月
は
六
年
生
の
卒

業
を
お
祝
い
す
る
「
バ
イ
キ
ン
グ
給

食
」
な
ど
で
す
。

特
に
十
二
月
に
行
っ
た
鍋
給
食
は
、

ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
「
ほ
う
れ
ん
草
」

「
水
菜
」
・
「
に
ん
じ
ん
」
・
「
大
根
」

の
お
い
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
た

め
に
、
薄
く
ス
ラ
イ
ス
し
て
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
み
ん

な
で
一
つ
の
鍋
を
囲
ん
で
の
楽
し
い

雰
囲
気
と
、
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
お
い

七
月
二
日
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
の
教
育

講
演
会
と
し
て
、
栄
養
士
の
上
田
麗

子
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
楽
し
く
お

い
し
く
野
菜
を
食
べ
る
小
野
町
っ
子
」

と
い
う
題
名
で
、
五
・
六
年
生
の
児

童
と
保
護
者
、
地
域
の
人
で
お
話
し

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

上
田
先
生
は「
健
康
な
体
と
心
は
、

食
事
が
決
め
手
！
」
で
あ
る
と
い
う

こ
と
か
ら
、
朝
食
の
重
要
性
や
、
柔

ら
か
い
食
べ
物
ば
か
り
食
べ
て
い
る

と
、
歯
並
び
が
悪
く
な
る
ば
か
り
で

な
く
、
脳
の
活
性
化
が
鈍
る
な
ど
の

お
話
し
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
を
改

善
す
る
た
め
に
は
、（
に
ら
・
に
ん
に

く
・
玉
ね
ぎ
・
し
ょ
う
が
）が
良
い
こ

と
や
、
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
食
べ
物

は
（
く
る
み
・
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
・
い
わ

し
・
さ
ば
・
さ
ん
ま
・
ま
ぐ
ろ
・
大

豆
）
が
良
い
。
と
い
う
お
話
し
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

初
め
て
聞
く
よ
う
な
内
容
も
多
く
、

保
護
者
に
と
っ
て
も
児
童
に
と
っ
て

も
大
変
勉
強
に
な
り
、
日
々
の
食
事

を
改
め
て
見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

し
さ
の
せ
い
で
、
い
つ
も
は
野
菜
を

食
べ
な
い
児
童
も
び
っ
く
り
す
る
ほ

ど
多
く
の
野
菜
を
ニ
コ
ニ
コ
し
な
が

ら
食
べ
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
児
童
に
食
事
を
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
、
大
切
さ
を
実
感
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
季
節
に
あ
っ
た

行
事
や
、
良
い
食
材
を
選
ん
で
、
楽

し
い
給
食
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
学
期
に
は
、
小
野
新
町
小
学
校

の
志
賀
敦
子
先
生
に
各
学
年
を
対
象

に
、食
育
の
授
業
を
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
児
童
の
食
事
に
対
す
る
意
識

を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
子
ど
も
達
が
食

事
の
大
切
さ
を
理
解
し
、
心
か
ら
食

事
が
好
き
に
な
っ
て
く
れ
る
よ
う
な

様
々
な
食
の
体
験
を
、
児
童
と
一
緒

に
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

(

記
事
・
小
野
町
立
夏
井
第
ニ
小
学
校

星
　
美
和
先
生
）

上田麗子先生の講演から



 

 





書初め大会にて



春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
、
平

成
十
七
年
三
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で

の
七
日
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
を
迎
え
、
火
災
の
発
生
を

防
止
し
、
死
傷
事
故
や
財
産
の
損
失

を
防
ぐ
こ
と
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

こ
の
運
動
を
機
会
に
、
家
庭
、
地

域
、
職
場
な
ど
で
火
災
の
予
防
に
つ

い
て
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

現
在
、
大
学
や
短
大
等
に
在
学
し

い
る
学
生
の
み
な
さ
ん
に
、
今
の
産

業
、企
業
、就
職
状
況
な
ど
の
情
報
を

発
信
す
る
場
と
し
て
「
ふ
く
し
ま
ジ

ョ
ブ
フ
ェ
ア
二
〇
〇
五
」
を
開
催
し

ま
す
。
申
込
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

県
内
企
業
に
就
職
を
考
え
て
い
る

学
生
、
短
大
生
、
専
門
学
校
生
の
み

な
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
、
あ
な
た

の
将
来
＝
仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

【
内

容
】
参
加
し
た
企
業
の
各
ブ
ー

ス
で
、
企
業
の
人
事
担
当
か
ら
直
接

「
産
業
界
」
や
「
企
業
」
の
人
材
ニ
ー

ズ
、「
し
ご
と
」に
つ
い
て
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

将
来
の
就
職
に
向
け
て
、
企
業
の

事
業
内
容
、
社
風
、
製
品
な
ど
を
自

分
の
目
で
見
て
、
耳
で
聞
い
て
、
企

業
の
今
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

学
生
職
業
相
談
室
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
、
今
年
の
就

職
状
況
の
情
報
を
入
手
し
た
り
、
自

分
の
適
性
に
つ
い
て
相
談
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
八
年
三
月
卒
業
予

定
の
学
生
の
み
な
さ
ん
に
は
、
就
職

情
報
提
供
の
た
め
の
登
録
も
会
場
で

行
え
ま
す
。

【
対

象
】
大
学
、
短
期
大
学
、
高
専
、

専
門
学
校
等
に
在
学
中
の
方
で
、
平

成
十
八
年
三
月
以
降
に
卒
業
予
定
の

方
。

【
日

時
】
平
成
十
七
年
三
月
四
日

（
金
）
十
三
時
〜
十
七
時

【
会

場
】
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し

ま
（
郡
山
市
安
積
町
）

【
主

催
】
福
島
労
働
局
、
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）

◆
問
い
合
わ
せ
　
福
島
労
働
局
職
業

安
定
部
職
業
安
定
課

〇
二
四
―
五
二
八
―
〇
三
六
六

福
島
地
方
法
務
局

小
野
町
出
張
所
は
、

平
成
十
七
年
二
月
二

十
八
日（
月
）を
も
っ

て
郡
山
支
局
へ
統
合

さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
小
野
町
出

張
所
で
の
登
記
事
務

は
、

全
て

郡
山
支
局
に
お
い
て

取
リ
扱
う
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
統
合
後
の

郡
山
支
局
で
取
り
扱

う
不
動
産
に
関
す
る
登
記
事
務

は
、
す
べ
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処

理
と
な
り
、
登
記
事
項
証
明
等

を
短
時
間
で
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
商
業
・

法
人
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て

も
、
統
合
後
た
だ
ち
に
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
化
す
る
予
定
で
す
。

こ
れ
ま
で
、
小
野
町
出
張
所

に
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
地
元
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
下
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局
郡
山
支
局

〇
二
四
―
九
二
二
―
一
四
〇
五



水
道
水
は
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
検
査

基
準
に
よ
り
水
質
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

十
一
月
と
十
二
月
に
実
施
し
た
水
質
検
査

の
う
ち
、
主
要
な
検
査
項
目
の
結
果
は
、

別
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
水
質
検
査
結
果
は
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
閲
覧
を
希
望
す
る

方
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
地
域
整
備
課

七
二
―
六
九
三
六



一
月
十
七
日
、
町
長
は

じ
め
町
議
会
・
商
工
会
・

観
光
協
会
・
ま
ち
づ
く
り

促
進
協
議
会
・
右
支
夏
井

川
河
川
改
修
谷
津
作
地
区

地
権
者
会
・
河
川
改
修
を

考
え
る
会
・
こ
ま
ち
ダ
ム

地
権
者
会
合
同
に
よ
る
要

望
団
を
結
成
し
、
広
域
基

幹
河
川
改
修
事
業
『
右
支

夏
井
川
』
及
び
生
活
貯
水

池
『
こ
ま
ち
ダ
ム
』
に
つ

い
て
、
県
知
事
及
び
県
土

木
部
関
係
者
に
対
し
て
建

設
促
進
の
要
望
活
動
を
行

い
ま
し
た
。

要
望
に
あ
た
っ
て
は
、

町
長
よ
り
要
望
の
趣
旨
を

説
明
し
た
後
、
大
和
田
議
長
、
櫛
田

商
工
会
長
、
吉
田
河
川
改
修
地
権
者

会
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
要
望
を

述
べ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
県
か
ら
は
次
の
よ

う
な
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。（
概
略
）

◇
県
事
業
促
進
に
あ
た
り
、
用
地
買

収
な
ど
に
対
す
る
協
力
に
深
謝
す
る
。

◇
こ
ま
ち
ダ
ム
に
つ
い
て
は
、
約
束

ど
お
り
平
成
十
八
年
度
に
完
成
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

◇
県
内
河
川
の
整
備
状
況
を
見
据
え

な
が
ら
、
平
成
十
七
年
度
に
は
右
支

夏
井
川
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
け
る

と
思
う
。

◇
県
と
し
て
も
財
政
状
況
が
厳
し
く
、

事
業
の
進
捗
状
況
が
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス

に
は
な
っ
て
い
る
が
、
町
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
を
練
り
な
が
ら
待
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

◇
皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
を

し
て
い
る
。

今
回
の
要
望
活
動
に
お
い
て
、
県

よ
り
右
支
夏
井
川
河
川
改
修
事
業
の

来
年
度
予
算
の
増
額
を
見
込
む
と
と

も
に
、
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
旨
確
認
で
き
た
事
は
、
大
き
な
成

果
で
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
町
で
は
、
こ
う
し
た
活
動

を
通
じ
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
合
意

と
協
力
を
得
な
が
ら
、
建
設
促
進
を

図
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
二
月
三
日
、右
支
夏
井
川
河
川
改

修
谷
津
作
地
区
地
権
者
会
に
よ
る
先

例
地
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

研
修
は
、
右
支
夏
井
川
河
川
改
修

事
業
の
建
設
促
進
を
図
る
上
で
地
権

者
会
の
調
査
研
究
の
一
助
と
す
る
た

め
の
も
の
で
、
郡
山
市
の
南
川
放
水

路
並
び
に
三
春
町
の
桜
川
を
視
察
し

ま
し
た
。

南
川
は
、
大
槻
町
か
ら
安
積
町
を

経
て
阿
武
隈
川
に
合
流
す
る
河
川
で
、

こ
れ
ま
で
洪
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が

た
び
た
び
発
生
し
、
放
水
路
よ
り
上

流
で
は
耕
地
や
道
路
等
の
冠
水
被
害
、

阿
武
隈
川
合
流
点
周
辺
の
住
宅
・
事

務
所
等
が
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

中
で
も
昭
和
六
十
一
年
八
月
の
台

風
十
号
に
よ
る
大
氾
濫
を
契
機
と
し

て
、「
広
域
一
般
河
川
改
修
事
業
」
の

採
択
を
受
け
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
十
五
年
度
に
は
頻
発
す
る
南

川
下
流
部
の
浸
水
被
害
を
早
急
に
軽

減
す
る
た
め
、
未
整
備
区
間
の
一
、

七
八
○
メ
ー
ト
ル
を
「
緊
急
対
策
特

定
区
間
」
に
設
定
し
、
平
成
十
九
年

度
ま
で
に
暫
定
断
面
に
よ
る
完
成
を

め
ざ
し
て
事
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

現
地
に
お
い
て
そ
の
実
施
状
況
を
研

修
し
ま
し
た
。

ま
た
、桜
川
は
、三
春
町
の
市
街
地

を
流
れ
、
郡
山
市
の
阿
武
隈
川

に
合
流
す
る
河
川
で
、
そ
の
上

流
部
に
あ
た
る
三
春
町
市
街
地

部
分
の
三
、
七
三
○
メ
ー
ト
ル

の
区
間
に
お
け
る
浸
水
被
害
が

甚
大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
広
域

基
幹
河
川
改
修
事
業
」
の
採
択

を
受
け
、
事
業
を
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
そ
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
現

地
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
地
権
者

の
皆
さ
ん
は
、
福
島
県

県
中
建
設
事
務
所
河
川

砂
防
グ
ル
ー
プ
よ
り
、

事
業
実
施
上
の
課
題
と

し
て
、
用
地
買
収
や
住

民
と
の
合
意
形
成
、
事

業
に
あ
た
っ
て
苦
慮
し

た
点
な
ど
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
、
同
管
内
に

お
け
る
河
川
整
備
の
実

施
状
況
視
察
の
観
点
か

ら
、
熱
心
に
研
修
し
て

い
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
研
修

の
成
果
を
い
か
し
、
地

権
者
の
皆
さ
ん
と
一
体

と
な
り
、
同
事
業
の
促

進
と
調
査
研
究
を
進
め

て
参
り
ま
す
。



申
告
に
は
、
平
成
十
六

年
分
農
業
経
営
状
況
調
査

票
（
集
落
農
政
推
進
協
議

会
長
さ
ん
か
ら
配
布
さ
れ

た
も
の
）を
ご
記
入
の
上
、

お
持
ち
い
た
だ
く
と
、
申

告
相
談
時
間
が
短
縮
で
き

ま
す
。
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

（
青
色
申
告

以
外
の
方
）

①
毎
年
、
領
収
書
、
証
明

書
、伝
票
が
な
い
た
め
に
、

せ
っ
か
く
申
告
に
お
こ
し

い
た
だ
い
て
も
、
申
告
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

②
家
庭
の
生
計
等
の
内
容

が
わ
か
る
方
が
お
こ
し
く

だ
さ
い
。

③
申
告
相
談
期
間
の
終
盤

に
な
り
ま
す
と
、
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
指
定

日
ま
た
は
、
期
間
の
前
半

に
申
告
に
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

今
年
の
所
得
税
・
住
民
税

の
申
告
相
談
を
左
表
の
と
お

り
実
施
い
た
し
ま
す
。
対
象

地
区
の
日
程
に
合
わ
せ
て
お

出
か
け
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

受
付
時
間
は
、
午
前
九
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

ま
た
、
受
付
時
間
の
延
長

日
（
午
後
六
時
ま
で
受
付
い

た
し
ま
す
。
左
表
参
照
）
を

設
定
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

都
合
に
よ
り
指
定
日
に
申

告
で
き
な
い
方
の
た
め
に
二

月
二
十
七
日
（
日
）
休
日
受

付
を
行
い
ま
す
。
受
付
時
間

平
成
十
七
年
一
月
一
日
現
在
小
野

町
に
住
ん
で
い
る
人
で

①
平
成
十
六
年
中
に
給
与
所
得
以
外

の
所
得
（
農
業
、
営
業
、
不
動
産
、

譲
渡
、
年
金
等
）
が
あ
る
人

②
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
が
済

ん
で
い
な
い
人

③
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
等
を
受
け
る
人

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得

税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

平
成
十
六
年
中
の
所
得
が
給
与
だ

け
で
、
勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告

書
が
町
に
提
出
さ
れ
、
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人

①
災
害
な
ど
に
あ
っ
た
と
き

地
震
、
火
災
、
風
水
害
な
ど
の
災

◎
印
鑑

◎
会
計
帳
簿
・
領
収
書
及
び
各
種
支

払
い
証
明
書
（
国
民
年
金
、
農
業
者

年
金
、
生
命
保
険
、
火
災
保
険
、
医

療
費
、
農
業
資
材
な
ど
）

◎
心
身
の
障
害
が
わ
か
る
も
の
（
身

体
障
害
者
手
帳
な
ど
）

◎
肉
用
牛
売
却
に
よ
る
免
税
証
明
書

◎
給
与
、
賃
金
や
受
給
年
金
額
の
わ

か
る
も
の
（
源
泉
徴
収
票
な
ど
）

害
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
、
住
宅

や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場
合

に
は
、
雑
損
控
除
と
し
て
所
得

金
額
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た

と
き

所
得
の
五
％
ま
た
は
十
万
円

を
超
え
る
医
療
費
を
支
払
っ
た

場
合
は
、
保
険
金
な
ど
で
補
て

ん
さ
れ
る
金
額
を
控
除
後
、
医

療
費
控
除
と
し
て
所
得
金
額
か

ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー
ン
で
取

得
し
た
と
き

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
を
利
用
し

て
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新
築
・
増
改

築
な
ど
を
し
た
と
き
に
は
、
一

定
の
要
件
に
当
て
は
ま
れ
ば
、

住
宅
借
入
金

等
特
別
控
除

を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。そ

の
ほ
か
、

年
の
途
中
で

退
職
し
再
就

職
し
て
い
な

い
場
合
な
ど

も
申
告
を
す

る
と
所
得
税

が
、
還
付
さ

れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

は
午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
で

す
。
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
お
い
て
確
定
申
告
を
済

ま
せ
た
人

郡山税務署の確定申告会場は、安積町「ビッグパレットふくしま」です。
期　　間　2月1日（火）～3月15日（火）
受付時間　午前9時～12時　午後1時～4時
問い合わせ　郡山税務署　　024 -932 -2041（代）





コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
は
、

（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ

を
財
源
と
し
、
地
域
環
境
の
整
備
・

健
康
増
進
・
防
災
・
体
育
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
二

テ
ィ
ー
を
醸
成
す
る
た
め
の
補
助
事

業
で
す
。

町
で
は
こ
の
助
成
事
業
を

利
用
し
、
地
域
住
民
の
生
活

の
安
全
を
確
保
し
、
火
災
や

大
雨
な
ど
の
災
害
に
対
処
す

る
た
め
、
新
た
に
自
主
防
災

組
織
を
設
置
し
た
町
内
七
行

政
区
（
中
通
・
谷
津
作
・
皮

籠
石
・
浮
金
・
小
戸
神
・
小

野
山
神
・
上
羽
出
庭
）
に
救

急
器
具
を
配
備
し
ま
し
た
。

農
林
業
の
「
い
ま
」
を
知
る
た
め

の
、
五
年
に
一
度
の
大
切
な
調
査
で

あ
る
「
二
〇
〇
五
年
農
林
業
セ
ン
サ

ス
」の
実
施
に
つ
い
て
、調
査
員
さ
ん

を
は
じ
め
該
当
者
な
ど
多
く
の
方
々

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
調
査
を
終

了
し
ま
し
た
。

紙
上
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
十
六
日
、
青
少
年
育
成
町
民

会
議
主
催
に
よ
る
小
野
町
書
初
め
大

会
が
、
町
内
の
小
・
中
学
生
百
五
十

名
が
参
加
の
も
と
、
多
目
的
研
修
集

会
施
設
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ

の
大
会
は
、
青
少
年
の
心
身
の

健
全
育
成
を
目
標
に
行
な
わ
れ
て
お

り
、今
回
で
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
学
年
ご
と
の
課
題

に
熱
心
に
取
り
組
み
、
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
、
見
事
な
作
品
を

完
成
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

審
査
委
員
長
の
五
十
嵐
庸
先
生
の

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
入
賞
者
を
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

草
野
　
　
光
（
飯
豊
小
一
年
）

根
本
　
直
樹
（
小
野
新
町
小
二
年
）

吉
田
　
　
諒
（
小
野
新
町
小
三
年
）

根
本
　
亜
樹
（
小
野
新
町
小
四
年
）

猪
狩
　
成
美
（
小
野
新
町
小
五
年
）

横
田
　
和
希
（
夏
井
一
小
六
年
）

中
村
　
幸
恵
（
小
野
中
二
年
）

二
瓶
　
真
也
（
飯
豊
小
一
年
）

井
出
　
知
里
（
小
野
新
町
小
二
年
）

長
久
保
太
洋
（
夏
井
一
小
三
年
）

先
崎
　
　
士
（
夏
井
一
小
四
年
）

鈴
木
　
望
友
（
小
野
新
町
小
五
年
）

吉
田
　
浩
美
（
夏
井
二
小
六
年
）

藤
井
　
智
之
（
小
野
中
三
年
）

門
脇
　
遼
弥
（
飯
豊
小
一
年
）

三
部
　
彩
夏
（
小
野
新
町
小
二
年
）

佐
藤
　
絵
美
（
小
野
新
町
小
三
年
）

郡
司
　
文
恵
（
飯
豊
小
四
年
）

木
村
　
美
鶴
（
夏
井
一
小
五
年
）

会
田
　
菜
摘
（
夏
井
一
小
六
年
）

吉
田
　
美
香
（
小
野
中
一
年
）

竹
川
　
未
来
（
小
野
新
町
小
一
年
）

渡
部
　
和
広
（
小
野
新
町
小
一
年
）

長
久
保
南
美
（
夏
井
一
小
二
年
）

佐
藤
　
佳
子
（
小
野
新
町
小
二
年
）

平
野
　
孝
史
（
夏
井
一
小
三
年
）

会
田
　
和
樹
（
夏
井
一
小
三
年
）

石
井
　
友
菜
（
夏
井
二
小
四
年
）

近
野
　
啓
斗
（
小
野
新
町
小
四
年
）

大
井
川
　
凌
（
浮
金
小
五
年
）

高
橋
　
沙
季
（
小
野
新
町
小
五
年
）

猪
狩
佳
奈
美
（
小
野
新
町
小
六
年
）

先
崎
　
　
建
（
夏
井
一
小
六
年
）

阿
部
　
晋
大
（
小
野
中
二
年
）

猪
狩
　
和
幸
（
小
野
中
二
年
）

一
月
十
八
日
、
小
野
町
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
小
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第

三
十
五
期
寿
大
学
の
閉
講
式
を
開
催

し
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
寿
大
学
学
長
の
町
長

が
、「
社
会
と
の
か
か
わ
り
を
積
極
的

に
持
ち
、
多
く
の
仲
間
を
つ
く
り
、

自
分
自
身
の
努
力
を
重
ね
る
こ
と
が

大
事
」
と
式
辞
を
述
べ
、
修
了
者
二

百
二
十
名
を
代
表
し
て
、
林
武
智
さ

ん
に
修
了
証
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、先
崎
正
善
運
営
委
員
長
か
ら
、

学
長
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、全
員
で「
仰

げ
ば
尊
し
」
を
合
唱
し
閉
会
し
ま
し

た
。こ

の
後
、
財
団
法
人
脳
神
経
疾
患

研
究
所
理
事
長
渡
邉
一
夫
氏
を
迎
え

て
「
三
大
成

人
病
の
予
防

と
治
療
」
と

題
し
て
記
念

講
演
が
行
な

わ
れ
、
先
生

の
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
た

わ
か
り
や
す

い
内
容
で
の

講
演
に
聞
き

入
っ
て
い
ま

し
た
。

調査員説明会

大作に取り組む参加者



氏　　名　　　 父　・　母 行 政 区

安斎　瑠壱(るい) 信　幸・　恵　　本　　町

秋田　夢侑(むう) 浩　孝・愛　美　荒　　町

遠藤　　凛(りん) 研　一・理　恵　谷 津 作

田　充希(みつき) 行　良・ともえ　菖 蒲 谷

石井　夏凛(かりん) 隆　雄・恵　美　浮　　金

長谷川倖大(こうた) 健　一・あざみ　浮　　金

藤井万佑子(まゆこ) 泰　・万里子　浮　　金

宗像　孝幸(たかゆき) 幸　松・けさ子　浮　　金

松本　爽羽(そよは) 陽　一・久美子　小 戸 神

庭瀬　心結(みゆ) 健　広・知　晴　塩庭一区

氏　　　名　　　年齢　　行 政 区

嶋　津　　　平　　８７　　仲　　町

先　　　新　一　　５２　　大　　八

橋　本　清　治　　８８　　平　　舘

佐　　　ス　ミ　　８９　　谷 津 作

田　拓　也　　２１　　小野赤沼

矢　内　　　明　　８０　　菖 蒲 谷

石　井　キ　ヨ　　６９　　浮　　金

橋　本　ミツイ　　９１　　小野山神

田　高　子　　７９　　上羽出庭

（12月届出分）

昨年末から、にせ札事件が多発して
います。「通貨偽造」の罪は、江戸時代
では「獄門はりつけ」。今日でも殺人・
放火に次ぐ重罪で、列車転覆罪と同罪
です。新紙幣は精巧な偽造防止策が施
されていますが、それよりも社会全体
に与える影響を考慮し重罪となってい
ることを認識することが大切なのでは
ないでしょうか。・・・　　　（松）

 

●組合加入でない方は、便利な口座振替で

役場駐車場に迷い込んだキジ


